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ニューギ二ヤ産 Ambe r 〇 !の性質

ー特にロータリー単板切削についてー

加工研究室江草義正

乾燥研究室寺沢,真

まえがき

41年2月に都内大塚プライウッドKKより二ユーギ二ヤ産のアンベロ 

ィを入手し,この材質試験と単板切削試験を行なったので,結果をとり咬 

とめ報告する。原木について種々御配慮頂いた大塚プライの各位に深謝す。

I 供試木についての概況と性質

供試原木の産地はニューギ二ヤであるが•積出港,輸入船名は不明であ 

る。東京港へは4 〇年11月頃入ったものである。端切材3個体を入手し 

試験した。その径,長さは次のようなものであつた。

平均直径 長 さ

I 6 〇 cm 6 5 (加

ロ 4 9 cm 1 3 〇 cm

m 4 5伽 3 〇 cm

材は白色で辺心材の区別は不明瞭で外周部c水からでていたと思われる面) 

は青色のカビが生じていた。原木nには写真Iに示すような外傷垂直細胞 

間道があらわれ,多糖類の粘性物質を含んでいる。この細胞間道は単板と 

してはこの竭種特有の欠点とをっている。［写真2 ) AmberoiはS"r- 

ciUiaceaeCアオギリ科)のFterocymbium be ccar i iに属し同じ科 

内のTarrietia属のものとちがい軽い材である〇気乾比重〇•5 7～ Q. 4 5,
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写兵1.外傷垂直細胞間道(木口面)

写真2.単板にあらわれた外傷垂直細胞間道

白色通直,合板造作に適すると南方興産株式会社:ニューギニア材の特性 

及用途に記されている。先の外傷垂直細胞間道はアオギリ科などに特有の 

ものでc組織研究室研究甲)含まれる粘性物は主として,キシローズおよ 

びアラビノーズである。cへミセルローズ研究室分析)初期含水率,比重, 

収縮率については表1に示す。非常にカビやすく青色のはん点を生ずるが,

■-2-

表1•初勘含水密,比重,収縮率について

注)位置は辺,心材が不明瞭だったため•原木外部から樹心に向って

3伽おきに口,ハ,—... とした〇

丸太番号お、よび位置 初期含 全乾比重
全乾収縮率% I

板 目 •征 目

T X

ロ — 一 7. 3 3. 4

ノ、 1 〇 ! 0. 3 5 — 一

二 1 5 3 〇. 3 2- — —

n

コ — 一 7. 4 3. 5

ノ、 1 3 4 0. 3 8 — —

二 1 3 7 0. 3 8 一 一

IR

ハ 9 7 一 — •_

— 1 7 〇 0. 5 6 — —

特に悪臭の発生はなかった。板材としての乾燥は極めて容易で,狂い,落 

込みなどはないようで乾燥初期の条件は6 〇。〜7 0°C,乾湿球温度差は7- 

8°。 で1吋材で約2.5-3日で乾燥可能と推察される。板材としては放
匕

射組織が目立ち,材のてりも少なく品位『次咲しくコアー用材程度のもので 

あろう。合板としても放射組織が目立つが,欠点部がなければ一応白色の 

みばのよい合板が明待できるが,材が強度的に弱いため等,製造上には今 

後いく多の問題発生は予想すべきであろうC



n 単板切削に関連した試験項目

A) かたさ:無処理材

B) 曲げヤング係数,曲げ強さ,曲げ最大比例変形度:無処理材

C )切削試験:ロータリー単板切削("無処理材,温唾処理材) 

i)切削割れ

ii )切削初期の単板厚さ

hi サンプルのとり方および試験方法について

A)かたさ,曲げヤング係数,曲げ強さ,最大比例変形度のサンプルの 

とり方,試験方法は木材部資料4〇 —13に準じて行なった。,

B )切削試験:応用研究室2呎口 ータリーを使用した。刃物角21°逃 

角40,～5〇,,刃口距離は1.02碱の亲り厚さに対して,1.09砌,0.9 9 

初の2段階の条件で原木I, Hの2本を外部から5 - 6伽の間を切削した。 

処理材は原木!!を用いて,温度6 0°C~2 4hr, 8 0 °C〜2 4 h rで,他の 

条件は無処理材と同じにした。

W 結 果

A )かたさ:無処理材の各原木,位置にむけるかたさを表2 ,図1に示 

す。材が白色で辺心材の境が肉眼で区別できなかったので,今迄の試験方 

法のように辺心材の境を基として辺材をイ・心材の外部から樹心に向って 

ロ’ハ,二 と記号をつげづに,丸太の外部を起点として口,ハ,二… 

とした。今回は3本とも一番外部のロの位置がかたい結果を示した。原木 

のI, niは樹心になるにつれてやわらかくなり!!はあまり差がなかった。 

この原因はI, mの丸太の外周部があるいは多少乾燥していたためかとも 

考えられる。今回の原木は平均値的にみて0.5 —0.8际/砌2 2位なのでかた
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さの孕からいえば,前処理しなくてもよく,また刃物角は19 °位が適し 

ていると考えられる。しかし切味はよくなくてはならないだろう。

B)曲げヤング係数C Eb)曲げ強さC Ob ),曲び最大比例変形M £〇) 

無処理材のこれ等の数値を表3に示す。現在吨でに行なった樹種と比較

表3.無処理材の各位置におけるEb . °b, £〇

ヾ、測定

ヾ、竺

番号］強度、、

ロ’ ノ、’ 一 Z 平均

I

Eb

X1理

1.5 6

(1.3 2 -1.6 7)
1.9 9

C 1.7 3 〜2.1 2 )
1.4 8

C1/ 2 0-1.7 7 )

1.6も

%
必

3 2. 0 5
C 27.8 9-37.5 2)

2 8. 0 6
C 2 5.5 5-5 0.91)

2 1.8 3
C1 5B 0-2 5.4 6)

2 7. 5 1

£〇 % 2.1.2 6 1.4 1 2 1.4 7 2 1.6 7 0

II

Eb

X1 土
2. 4 2

C2.0 3 72.6 5 )
2. 3 1

C2.0 7 ～2.4 1)
—

2. 3 7

o-b

必

3 0. 9 0
C 27.3^33.38)

3 0.1 5
C 28.。 5-3 1.59)

一
3 0. 5 3

e〇 % 1.2 7 7 1.5 0 2 — 1.2 9 0

III

Eb

X10瀕
2-3 〇

C 1.9 4 -2.6 6)
一 —

亦

彩

2 4. 3 9
C 2 0.7 2-2 7.0 5)

— —

£〇 % 1.0 6 〇
——-----------------------

—
—

注)位置外部から5〜6伽おきに樹心に向って口,,ハー,二,と

した。
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して,各原木ともかたさに比.して"bが非前に弱い,従って・ °の数値は 

低い。切削そのものは別にして,薄もの単板だと,さけ易く取扱いが困難 

であろう。ヤング係数からみろと,無処理材で1濒位の単板切削左らノー 

ズバーの作用なしで,•褻割れは微少のはずであるが£ ◎があまりにも低い 

ので2 〇 %以下の裏割れ単板を得ようとすれば,ノ ーズバーによる圧縮が 

必要と考えられる。

C)切削割れ:無処理材に:0ける数値を表4., 5为よび写真 5 に示 

す。現在までに行左った結果によると,表割れはヤング係薮が大略ではあ 

るが6 X1〇’毙 以上で«〇が1%に近い木を切削したときにあらわれた。 

今回のアンべロイはこれ等の数値からみれば表割れは入らないはずであっ 

たが,写真4に示すように刃口距離をせばめて切り削した時は放射組織にそ 

ろったような表割れが目立つた。この生因は現在は不明であるが.軟材で

表4.切削条件を変化した場合の裏割れ率

C無処理材)

%

丸太云
刃口距離

、制 0. 9 9 1.0 9

アン ベロイ
2 7. 4 2 5. 7

I 〔2 〇〜5 0 ) C 2 0 〜5 Q )

’アン ベロイ
2 8. 8 2 5. 9

H C 2 〇〜5 Q ) C 2 0 〜4 0 )

表5.表&の裏割れ辛の頻度

アンベロイ

I 弓

、f、刃口距離

•笑割れ率クa巴、
0. 9 9

I
!

1.0 9

2 〇以下6微小) 4 7. 8 们) 6 1.9 (估

2 〇〜ん〇 (小) 4 7. 8 {11) 3 5. 3 (7)

4 〇〜6 D (中) 4 4(1) 4.8 (1)

6 〇〜8 0 g

8 〇以上(知大) f

かが当り本数 

I
7. 7 7

アンベロイ

、、、、 刃口距離

•裏割れ率クハ・顼 Z a
0. 9 9

• . -■ ‘・] 

1.0 9 .

2 0以ド(微小) 5。•。相 5 °-°(11)

2 〇〜4 0 レ」') 5 8- 5(10) 5 ° 〇 (11)

4 〇〜6 0 (中) 11-5(5)

6 〇〜8 Q (大)

8 〇以上6林)

1(:萨当り本数 8. 7 7. 3
I

注)()裏割れ本敖

～9-



写其4.処理材C 6 0 P〜2 4hr )の切削割れ(原木H )

写真3.原木Iの切削害!］れC無処理材)

1)送り厚さ1.0 2醐に対して刀口距離1.0 9瑚
2 ) 〃 〃 0. 9 90

—1 〇—

1)送り厚さ1.0 2砌に対して刃口距離1.0 9 m
2 ) /Z 〃〇• 9 9 醐

太い放射組織があるときに,ノーズバーで圧縮を加えると,放射組織と木 

繊維とが分離するのか,あるいはまた放射組織自体が破煉するのかもしれな 

い?あるいは単板乾燥のときに割れが入ったか?いづれにせよ今回の樹種, 

原木に限ればノーズパーの圧縮により,表割れが発生し,裏割れも減少し 

たといえないので,軟材に太い放射組織がある木はノ ーズバーで圧縮を加 

えないで切削じた方が無難のようである。かたさ,ヤング係数からみると 

温度処理の必要は考えられないが,6 °の低いこと,放射組織部分の異常 

なことからみて,.無処理材で裏割れ率2 〇 %以下の単板が切削できなかつ 

たので処理温度50°C~24hr, 8 0 °C ～ 2 4 h rの処理材を切削試験し 

た〇この結果を表6.7,写真纟に示すcこれ等に示すように温度処理し 

ても裏割れ率の滅少もみられず,写真4に示すように刃口距離を送り厚 

さ1.〇 2砌単板にたいしてQ 9 9碱で切削した時の表割れは無処理材より 

も明らかに増大した。部分的には放射組纖において,表割れと裏割れとが 

重なり,割れが単板をつきとおしたような現象をおこした。従って今回の 

ような材は温度処理の効果は認められず,またノ ーズバーにより圧縮を加 

えて切削してはならないこともいえよう。

また刃口距離と初期薄むけとの関係を図2に示す。今回のアンベロイ("軟 

材)では刃口距離［送り厚さ〔・ ° 2瑚単板に対して!.〇 9确～ 〇. 9 900 

間)による初期薄むけの現象はおきなかった。

(注:現在哇での笑験結果では,ノーズバーで圧縮して切削すると,・ンナ, 

センノキ等の軟材においても初期薄むけがおき,一応ロータリーにあ、け 

る切胡ではノ -ズバーで圧縮を加えるといかなる場合でも初朋薄むけが
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起きるものと考えていたが,今回の実.•矣結果より,この点に疑問がおき 

てきた。この点については,昨年械械を改造し7乙結果によるのかもしれ 

ないので,これ等もあわせ今後検討する。)

表6.各温度で処理して切削した時の塞割れ探

, %

注)刃物角21°逃角4 〇〜5 0'

表7.表6の裏割れ牵の頻度

%

処理温度
、、・.____3囹 60 ° 0-24hr

1
80 セー24hr

丸太ヽ、、刃口距離 

番号
0.9 9 1.0 9 0.9 9 1.0 9

アンベロイ

K
2 8.5

(2〇〜50 )

2 6.5

C10-40 )

2 4.8

C1 0～5 〇 )

2 5.7

C1〔15 0 )

_姗噩時間 6 〇 ° 0—24hr
・一.... . —.... ... .. .

8 0 ° 0—2 4hr

号割ゝ刃硬離砌 
平 % fニニ— 0. 9 9 1.0 9 .0.9 9 1.0 9

2 〇 以下 4 5(9) 5 °(!〇 56(4) 46-4(15)

2 〇〜4 Q 5 0(10) 5 9(1〇 4 0 (10) 5宜(14

4 〇〜6 0 5⑴ 4(1) 3.6 (彳)

6 〇〜8 0

8 0 以上

1颁当りの本数 6.7 6.7 8.3

-1 2-

単

颇 ・印

X印

刃口距離

//

0. 9 9 顺

1.0 9®

板 1.1

人 き へ X - e - ______ ー次一冬
厚

さ

1.0

0.9

〇 ・

• 1

* 5 入

1 •

・ X ヽ XX*
X

1 1 . 1 • 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

回 転 数

図2.刃口距離と初期単板厚さ

注)送り厚さ1.0 2廠
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